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○午前１０時１分開会 

○山口議長 皆さん、おはようございます。定刻となりましたので、ただいまから堺市議会議

員研修会を開会いたします。 

本日は、本当に皆様お忙しいところ、議員研修会に多数御出席をいただきましてありがと

うございます。 

議員の皆様には御承知のように、本市議会は議会基本条例第１８条において、議員の政策

形成及び政策立案の能力向上のため、議員研修を充実強化すると規定しております。このこ

とから、本日は、ＳＤＧｓ未来都市に選定された本市が今後どのような取り組みを行い、人

口減少や超高齢化などの地域課題の解決のためにどのような提案をすべきかをテーマに、Ｓ

ＤＧｓの掲げる１７の目標について環境とジェンダーの視点から学ぶことを目的としまして、

きょう講師としまして環境社会学、男女共同参画、非営利活動論を専門分野とされ、内閣府

男女共同参画推進連携会議議員や中央環境審議会委員等を歴任、現在は経済産業省産業構造

審議会委員等を務めておられ、全国各地において多くの講演を行っておられます萩原なつ子

様に御講演をお願いしましたところ、公私多忙にもかかわらず御快諾をいただきました。あ

りがとうございました。 

つきましては、議員各位におかれましても最後まで御傾聴いただき、この全議員研修会が

有意義なものとなりますようお願い申し上げまして、簡単ではございますが、開会の挨拶と

させていただきます。 

それでは、着座にて進行させていただきます。 

では続きまして、本日の研修会の講師であります萩原なつ子先生を御紹介いたします。 

萩原教授はお茶の水女子大学大学院修士課程を修了、２０００年には博士号を取得されま

した。また、公益財団法人トヨタ財団アソシエイト・プログラム・オフィサー、宮城県環境

生活部次長、武蔵工業大学環境情報学部助教授を経て、立教大学社会学部教授、立教大学大

学院２１世紀社会デザイン研究科教授となられ、現在に至っておられます。 

著書としましては、「市民力による知の創造と発展」「ジェンダーで学ぶ文化人類学」な

どがございます。 

本日は、「ＳＤＧｓと未来都市堺の果たす役割」と題しまして御講演をいただきます。 

それでは、萩原先生、よろしくお願いいたします。 
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「ＳＤＧｓと未来都市堺の果たす役割」 

 

                講師 立教大学大学院２１世紀社会デザイン研究科教授 

 萩原 なつ子 

 

〇萩原講師 改めまして、皆さんおはようございます。きょうはこのような会にお招きいた

だきまして本当にありがとうございます。 

今、議長からいろいろ御紹介いただきましたけども、こんなにかたい紹介をされたのは、

もしかしたら初めてです。山口典子さんとはもう２５年以上のおつき合いですので、何かど

んなことが飛び出してくるのかなと思ったら普通だったんで、やっぱり議長ともなると緊張

感が違うのかなということを、私も何だかそれで緊張してまいりました。 

きょうはＳＤＧｓと未来都市堺の果たす役割ということなんですが、２９の都市が選ばれ

ておりまして、私のほうも、その２９全部チェックはしております。堺が選ばれているとい

うことは、非常に私自身とすると、日本のＳＤＧｓを進めていく上でとても大事な役割を果

たしていくなというのを全体を通して見てもよくわかります。非常に大都市であるというこ

と、そこでのＳＤＧｓの取り組みがきちっとバックキャスティングで数値目標を達成してい

くと、ほかへの波及効果が非常に大きいだろうということです。非常に文化的な都市でもあ

りますし、なおそれ以上にセーフシティとして、今度カナダでも会議が開かれますけれども、

セーフシティとして取り組み、日本で唯一堺がやってるということもありまして、後ほどお

話しさせていただきますけれども、国がＳＤＧｓを進めていくときに一番最初にトップに持

ってきているのが、やはりジェンダーの問題です。女性の活躍、それから子ども、女性たち

のＳＤＧｓの担い手としての役割、これをトップに持ってきているということから、それを

もう既に堺市は随分前からやっておられるということもありまして、そういった意味でも非

常に重要な役割を果たしていくだろうというふうに思っております。 

いろいろ資料を御用意させていただきました。きのう、どんと宅急便で送らせていただい

ています。ここ誰も来てないので、資料の確認をさせていただきます。 

まず一番最初にあるのが、『私たちが目指す世界、子どものための「持続可能な開発目標

（ＳＤＧｓ）」』、これは実はラテンアメリカのほうで子ども向けにつくられた開発目標、

１７の目標なんですね。これを日本のＮＧＯの方たち、ＳＤＧｓを積極的に進めるＮＧＯの

方たち、これは後ろにその方たちの団体のロゴがあります。この方たちが環境省のほうのお

金をもらって翻訳をしたものです。 

実は今ＳＤＧｓにとってみると、未来都市ということですから、未来の担い手ですね、子

どもと一緒にやっていくというのは、これはもう外せません。おじさんやおばさんが一生懸

命やっても１０年、２０年後に存命しているかというと、そういうわけではないので、今本
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当に小さい子たちがこのＳＤＧｓの達成のために一緒になって考えていかなきゃいけないと

いうこともありまして、これが翻訳されて、いろんなところで子どもたちのいろんな教育現

場においても使われるようになっています。 

先日も豊島区で子どものための支援ということの中でＳＤＧｓを取り上げまして、これを

みんなで勉強会させていただきました。なので、これ非常にわかりやすく書かれていますの

で、私たちが読んでも、何かそういうことだよね、貧困ってこういうことだよね、質の高い

教育というのを子どもの目線から見たときはこうだねということもわかりますので、参考に

していただければというふうに思います。 

それから、「そうだったのか。ＳＤＧｓ」、これ販売もしてるんですけども、最初の序章

のところですね、基本解説、これはＳＤＧｓの市民社会ネットワーク、ＣＳＯですね、ＳＤ

Ｇｓを国としてしっかりと進めていこうということで、ＮＰＯ、それから行政、企業、地域

の町内会、自治会、さまざまなところが連携・協働しながらＳＤＧｓを進めていこうという

ことで、しっかりとＳＤＧｓって何なのかということを基本解説したものです。これ大変よ

く売れているんですが、最初の１章、２章の部分をお配りしております。これも参考にして

いただければと思います。 

続きまして、エルコレーダー、エルコレーダーって書いてあるものがあるんですが、これ

は公益社団法人環境生活文化機構というところがあるんですが、ここの私は立ち上げのとき

にかかわっておりまして、１５年ほど理事を務めておりました。これは環境省がつくった環

境、生活、文化、まさに堺市にぴったりなんですけども、環境、生活、文化、この３つを中

心に置いた社団法人なんですけれども、そこで出しているエルコレーダーの最新版です。ち

ょうどこの星野智子さん、「ＳＤＧｓ時代における環境保全活動と市民社会」ということで

寄稿してくださってましたので、出たてほやほやなんですけども、これもごらんいただくと、

きょうこれからお話ししますけども、ＳＤＧｓというものが突然やってきたわけではないん

ですね。３０年、４０年をかけて、もっと５０年、もっと言うと後でお話ししますが、１０

０年以上の時間をかけてＳＤＧｓというものは、やっと多くの方たちにとって重要な課題で

あるということが認識され、そして国を挙げ、そして世界の共通言語として、この持続可能

な開発を進めていくんだということになっていった。それの簡単なレビューもこの中に書か

れております。 

そして最後に、このＳＤＧｓの目標１７に書かれていますパートナーシップですね、連

携・協働してみんなでこの問題を解決していくんだということで、このパートナーシップで

す。環境パートナーシップ会議と書いてありますが、実は環境パートナーシップ会議がある

ところは環境パートナーシップオフィスというのがあるんですが、御存じの方いらっしゃい

ますでしょうか。国連大学の下にあるんですけども、行ったことのある方いらっしゃいます

か。ぜひ東京に行きましたら、ありますか、ないですか、国連大学の下に環境パートナーシ
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ップオフィスというのがございます。これもリオサミットの後につくったんです、実は。１

９９２年なんです。そのときにも、つくるときの委員として、これからはやっぱりパートナ

ーシップであるということで、国連とそれから文部科学省、当時は環境庁が連携・協働いた

しましてつくったのが環境パートナーシッププラザです。そこに行きますと、さまざまな環

境関係のまさにＳＤＧｓに関する資料であるとか、シンポジウムであるとか、講座が開催さ

れていますので、ぜひ一度行ってみていただければというふうに思います。 

そして最後に、「特集 国内外の社会動向とＧＥＯＣの活動」、これも環境パートナーシ

ッププラザというか、オフィスのところなんですけども、これに沿ってちょっと進めていき

たいなというふうに思います。 

歴史的な背景をちょっと追っていきたいというふうに思うんですが、その前に、私とＳＤ

Ｇｓということで、私がどういう人間なのか、なぜ私がこんなＳＤＧｓなんていうことをや

るようになったのか、あるいはもっと言うとなぜ環境と開発なのかということのおさらいと

いうか、おさらいじゃなくて、皆さんに御紹介をさせていただきたいというふうに思います。 

まず、私は山梨県の石和町というところの出身です。石和町、行ったことのある方いらっ

しゃいますか。ありがとうございます。石和温泉、そうです石和温泉です。突然ブドウ畑に

温泉が噴き出しました。そこから開発がもう猛然と進みまして、のんびりしてたんですけど

ね、だんだん道もどんどん道路になっていってバイパスはできるし、道草食いながらなって

た道がどんどん開発されてしまって、子どもたちにとってみると、とっても住みにくいまち

になっていってしまいました。 

私は１９００、年ばれてないですね、１９７５年に上京ですから、すぐわかっちゃいます

が、１９５６年生まれです。さる年です。さる年の方いらっしゃいませんか。残念、捕獲に

失敗をしてしまいました。全国組織持ってるので。１９５６年ってとても重要な年なんです

けども、どんな意味で重要でしょうか。しかも私が生まれたのが７月１８日で、その生まれ

た日にあるものが出されてるんです、白書が。質問しちゃっていいですか。（「わからない

です」と呼ぶ者あり） 

ありがとうございます。わからないというのは、わからないと言ったほうがいいですもん

ね。経済白書です。経済白書が発表されて、そこに何て書いてあったかというと、もはや戦

後は終わったって書いてある。もはや戦後は終わったという１９５６年に私生まれてまして、

その高度経済成長とともに生きてきております。その間に、やはり高度経済成長といいます

と、いろんな意味で自然環境が破壊されていって、経済中心です、開発、開発。開発も人々

の生活というよりも、もっともっと経済を発展させて成長していくんだという方向に行って

いたので、山梨県の石和町も先ほど申し上げましたように本当に経済中心、人は取り残され

ていく状況になりました。 

一番私の印象に残ってるのは、道が道路に変わるということで、バイパスができたときに、
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その開通式というのがありました。開通式のときにテープが切って落とされて車がばあっと

走っていった瞬間に、私の友人のお母さんが自転車に乗っていて、ひかれて亡くなってしま

いました。これが私にとってみると物すごい、そのときには何て言ったらいいんですかね、

どう表現していいかわからなかったです。 

後に道が道路に変わるとき、これ１９７２年に、歩行者天国というのを覚えていらっしゃ

ると思うんですけれども、歩行者天国というのがスタンフォード大学の学生からスタートい

たしました。ダイ・インといって道路に寝転んでしまう。それはどういう運動だったかとい

うと、道を人に取り戻すという運動だったんです。車ではなくて、もっと人や生き物を大事

にしていこう、そういう意味で歩行者天国って始まったんです。日本に導入されてきたとき

は、その理念が導入されません。日本の場合は、その形だけが導入されてしまうんです。そ

の歩行者天国の本来の意味というのは、人、命をもう一度見直していこう、そういう運動で

した。日本でも銀座とか、いろんなところで歩行者天国があったと思うんですけども、それ

今ないですね。なぜかというと、渋滞を招くから、車の渋滞を招くから。ちょっとやっぱり

歩行者天国の意味合い、理念が入ってきてない。やっぱりこの理念をしっかりと理解してい

くということが大事なんじゃないかなと思います。 

その後、私自身はそういう経験から、やっぱり自然というもの、自然環境と私たちの生活

というか、生き物と私たちの生活というものをすごく考えるようになりました。そして１９

７５年に東京に出ます、大学に。そこでとんでもないことになったのは、水が飲めなかった

ということです。余りにも塩素臭くて。今は飲めますけども、当時は飲めなかったですが、

これはプールの水なんだろうかというぐらい、そういう非常に臭くて、こんなに水を汚して

しまって私たちはいいのだろうかというふうに思いました。 

もう一つは、私は山梨県、桃というと、今、岡山ってなるかもしれませんけども、やはり

山梨県も桃は有名なんですが、八百屋さんに行ったときに桃を買おうとしたんです。そした

ら、お手を触れたらお買い上げくださいって書いてあったんです。指紋がつく。やわらかい

んですよね、桃って。でも、私にとってみると桃というのはかたいんです。かたくないと桃

じゃないんです。それはやっぱり文化だと思います。お買い求めくださいと言われちゃった

んで、買えないって。つまり、後ろを見ないと甘いかどうかわからないんで、これもその経

験値だと思うんですが、そういう食べ物とか水とか、自分が暮らしていた山梨県というのが

いかに恵まれていたところなんだということがわかりました。 

だけど東京に出てきてしまったときに、じゃあこの東京でどういったことが可能なんだろ

うかということを学び始めたときに、ちょうどその農業がどんどん衰退していってしまう、

そういう時期でした。そこから第１次産業の大切さみたいなものを学びたいというふうに思

いまして、実はその当時から有機農業運動というのが始まってまして、そこにかかわるよう

にもなりました。食から環境問題に入っていきます。 
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その食から環境問題に入っていったときに、人々とそれから生き物とか、そういったもの

が共存共生していくためには、どういう考え方が大事なんだろうかというふうに思っていた

ときに出会ったのが、このエレン・スワローという人です。エレン・リチャーズ・スワロー、

これほとんどの方が知らないと思います。レイチェル・カーソンという名前は聞いたことが

あるかもしれません。 

その後いろんなことがあったんですけども、私が環境の問題に入っていって修士論文で書

いたのは、「それ行け！ＹＡＢＯ－こどもとエコロジー」です。やっぱり必ず子どもなんで

すね。未来世代、未来に生きる子どもたちに対して、私たちはしっかりとした自然やさまざ

まな環境、伝統文化も含めて伝えていかなきゃいけないので、常に私の関心は子どもです。

このエコロジーという言葉も１９８９年ですね、エコロジー元年、環境元年と言われました

が、そのときあたりに出てきたんですけども、私とすると、もう随分前からちょっとエコロ

ジーという言葉には関心があって勉強を進めていきました。これはリサイクル文化社という

ところで出した本です。修士論文を本にしたものなんですが、１９９０年に出しています。

早過ぎたというふうに言われております。 

この本に寄せてということで、私の師匠である原ひろ子さん、文化人類学者ですが、この

ように書いてくださってます。 

私たちの子どもたち、そのまた子どもたち、そしてその孫たちやひ孫たちの生きる時代に

地球の表面はどのような状態になっているのでしょうか。海は、川は、森林は、野原は、砂

漠は、土壌は、地球を取り囲む大気は、そしてまちは。その問いは、つまるところ未来の子

どもたちのために今私は何ができるのかということになっています、というのが私の本に書

いてくださった文章です。これ、そのまま今生きます。１９９０年のときに書いてくださっ

た言葉ですけども、これは今でもそのとおりだし、ＳＤＧｓがめざす社会もこれだと思いま

す。未来世代に対して私たちはちゃんと残していけるのかということですね。 

そういうときに出会ったのが、エコロジーを創始した女性と言われているエレン・リチャ

ーズ・スワローという方です。この方は、実は環境教育とか、消費者教育とか、家政学の母

と言われている人なんです。１８４２年から１９１１年です。およそ１００年以上前の方で

す。その方が実は今ここでＳＤＧｓって私たちが言ってることをもう既に言っていらっしゃ

るんです。ＭＩＴってマサチューセッツ工科大学ってありますが、ボストンの、そこに女性

として初めて入学を許可された方です。アメリカの最初の化学者マダム・キュリーが尊敬し

てやまなかった化学者です。マダム・キュリーがノーベル賞をとった後にも、このエレン・

リチャーズ・スワローのところに行ってます。 

彼女は、実は１８９２年の１１月３０日にエコロジーという言葉の命名式をしてるんです。

エコロジーという命名式。そのときに、このように言ってます。人々が環境と調和して生き

るための知識を身につけるための科学。自然環境と共生し得る生活、経済社会の形成をめざ
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すための学際的科学、社会運動として、このエコロジーというものをつくり出しています。 

しかし、当時やはり学問の世界も、今でもまだまだそうなんですけれども、男性中心の社

会でしたので、女性が学問をつくるとは何事だということで、エコロジーという命名式もし

たんですが、残念ながら学問としては成立することができませんでした。 

そこで彼女は、なぜここで家政学の母と言われてるかというと、アメリカ家政学会をつく

るんです。じゃあ、なぜ家政学がここから来たのか。エコロジーの語源なんですけども、エ

コロジーの語源は何だと思いますか。オイコスというギリシャ語です。全ての生命が宿ると

ころ、地球を意味していきます。アリストテレスが言ってるんですね。そこからスタートし

ます。オイコス。 

そのオイコスというギリシャ語の言葉から派生した言葉が２つあります。１つはエコロジ

ーです。もう一つは何でしょうか。何かしんとしてます。聞きに行っちゃいますけど、どう

でしょうか。来ました、来ました、行きますよ。（「わかりません」と呼ぶ者あり） 

ヒント、みんなが本当大好きなんですよね。エコロジーと、はい。（「アイコス」と呼ぶ

者あり） 

アイコス、ぼけてくれますね、やっぱり。（「わかりません」と呼ぶ者あり） 

どうですか。（「わからないです」と呼ぶ者あり） 

エコロジーとエコノミーです。オイコスから派生した言葉がエコロジーとエコノミーなん

です。ですから、環境か経済かではないんですね。環境も経済もなんです。だから、ＳＤＧ

ｓもそれを言ってると思います。経済を全く否定することはできません。だけど、このオイ

コスという言葉には、そのバランスということが書かれてるんですね。 

そこでエレン・リチャーズ・スワローは、エコロジーという言葉をちょっと諦めまして、

エコノミーをつくって、ホーム・エコノミクスをつくるんです。家政学です。 

今そのホーム・エコノミクスは今、ヒューマン・エコロジーという言葉に変わってきてお

りますけども、日本でも家政学ではなくて生活科学科、人間科学部というふうになってます

が、そのオイコスという原点に戻ってたときには、環境も経済もまさに今のＳＤＧｓなんで

すね。だから原点に戻ってるだけだというふうに思っていただければというふうに思います。 

私は、このエレン・リチャーズ・スワローの研究を続けておりまして、いまだにやってる

んですが、ボストンのＭＩＴに行きますと、エレン・リチャーズ・スワローのレリーフがか

かってます。ＭＩＴに入った方は必ずエレン・リチャーズ・スワローにあやかろうというこ

とで、鼻をさわることになってます。もしボストンに行かれることがありましたら、ＭＩＴ

に行ってエレン・リチャーズ・スワローのレリーフの鼻をさわってみてください。もうぴか

ぴかです。私もさわってきました。 

このときにエレン・スワローは、人間が全地球の支配者であるという考え方に私たちはす

っかりなじんでしまっている。文明が高度になればなるほど良識は衰退し、日常生活に応用
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される科学も減少していく。これからはエコロジーを私たちの日常科学にしましょう。それ

を全ての応用科学のうち健康で幸福な生活がその上に打ち立てられるべき諸原理を教える最

も価値ある科学にしようといって、エコロジーを、ホーム・エコノミクスをつくってるんで

す。 

なので、健康で幸福な生活、これもＳＤＧｓの中に書かれているものです。堺もそれをや

ろうとしてますよね。家政学。 

もう一つ、アメリカを、そして世界を変えた本、沈黙の春というサイレント・スプリング

という本、御存じの方いらっしゃいますか。 

ありがとうございます。沈黙の春、これはアメリカ、そして世界を変えた本と言われてい

ます。レイチェル・カーソンですね。ぜひエレン・リチャーズ・スワローとレイチェル・カ

ーソン、ＳＤＧｓにつながる基礎をつくった２人の女性として覚えていただきたいと思いま

すが、レイチェル・カーソンの沈黙の春というのは１９６２年に出てます。日本でもすぐに

翻訳はされてますが、自然は沈黙した。薄気味悪い。鳥たちはどこへ行ってしまったのか。

みんな不思議に思い、不吉な予感におびえた。裏庭の餌箱は空っぽだった。ああ、鳥がいた

と思っても死にかけていた。ぶるぶる体を震わせ飛ぶこともできなかった。春が来たが、沈

黙の春だったというふうに始まるんです。 

レイチェル・カーソン自身も非常にすぐれたサイエンティストだったんですけれども、海

の問題とか、ウッズホール海洋研究所でさまざまな研究をしていましたが、あるときに自分

の友人からこういう、鳥がもういない、みんな死んでいる、湖の魚も死んでいる、一体何が

起きたのかといったときに、空中散布です、農薬の。空中散布が行われていて、アメリカで、

それでそれによって人もそれから生き物も亡くなってて、まさに生物多様性を考える基本に

なりました、これが。 

この沈黙の春がニューヨーカーという雑誌に連載をされていたときに注目をした方がいら

っしゃいます。１９６２年ですので、当時のアメリカの大統領は誰だったでしょうか。皆さ

ん、お若い方が多いんですね。ケネディ大統領です。そのケネディ大統領よりも、もっと早

くこのレイチェル・カーソンの沈黙の春の重要性を認識した人がいました。誰でしょうか。

もうばっと聞いてしまいます。よろしいですか。ケネディ大統領の、ケネディ大統領といえ

ば横にいるのは、ジャクリーヌ・ケネディです。いわゆるファーストレディと言われたジャ

クリーヌ・ケネディです。 

ジャクリーヌ・ケネディは大変すぐれたジャーナリストでした。ジャクリーヌ・ケネディ

は、このレイチェル・カーソンの沈黙の春に物すごい敏感に反応したわけです。これは大変

なことになってしまうと。生物というだけじゃなくて、私たち人間も食物連鎖の頂点にいる

ので。それで彼女は大統領府に呼ぶんです、レイチェル・カーソンを。なぜそれがわかった

かというと、レイチェル・カーソンとある方の往復書簡の中に書いてあるのをちょっと発見
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したんですね。ジャクリーヌに呼ばれてるのといって、そこできょう私がお話ししているよ

うに、今アメリカ中この農薬の問題で土壌が汚染されて、そして鳥も鳴かなくなって大変な

ことになってるって話をするんです。それに対してジャクリーヌは、これは大変だというこ

とで、恐らくケネディ大統領に対して、ちょっとちょっとあなた大変よと言ったんじゃない

かと思います。 

それで、ケネディ大統領は全米に農薬の調査、農薬がどのように影響を与えているのかと

いう調査を命じるんです。そこから科学諮問委員会の設置と農薬についての調査というのを

命じまして、１９６３年に殺虫剤の使い方報告書というのが出るんです。それによって有機

塩素系殺虫剤が禁止されたりとか、いわゆるＤＤＴですね、ＤＤＴ、私たちなんか頭からか

ぶっちゃって、私はかぶってませんよ、私はかぶってませんけれど、大みそかのときのお掃

除のときに必ず何か畳の下にＤＤＴをまいてたような気がします。それだから私たちもかぶ

っちゃってるんですよね。 

その後、パラチオンとかマラソンもこれを禁止していったんです。それによって米環境保

護庁ができたんです。ですので、レイチェル・カーソンがいなくて、そしてジャクリーヌも

余り無視して、そしてケネディも見向きもしなかったら、ＳＤＧｓがこの段階で出てきたか

どうか、ちょっとわかりません。それくらいインパクトを与えたのが沈黙の春というもので

す。 

そしてこのケネディ大統領の決断というのが世界を変えていくわけです。環境の問題をし

っかり私たちはやっていかなくちゃいけない。経済、経済、そして開発、開発、自然も人も

幸せにならないような開発をしていってはいけないということがここで出てきます。日本は

その後に、アメリカがくしゅんとくしゃみをしますと必ず風邪を引きますので、日本でも環

境庁がその後、誕生するということになります。まだ盲腸のような環境庁でございます。 

２人の科学者の思いとして、レイチェル・カーソンとそれからエレン・リチャーズ・スワ

ローの思いをまとめますと、自然を支配するという科学と技術の発展がいかに環境を破壊し、

ひいては人類の危機につながるかを警告した。 

この科学と技術のところなんですけど、後で申し上げますが、ＳＤＧｓの中で日本国政府

が８つの柱を出してるんですが、その中でも重要な３つの柱の１つにＳｏｃｉｅｔｙ５．０

というのがあると思います。これ、科学技術のイノベーションです。当然のことながら、堺

市の未来都市のほうの計画書の中にも、技術、科学技術の発展によって生業というか、それ

つくっていくんだというふうなことも書かれておりますが、この科学技術を社会にインスト

ールする、実装するという言い方をいたしますけれども、このインストールするときにどう

いう影響があるのか、社会的なインパクト、それから人々や社会に対するインパクト。それ

ともう一つは生物に対するインパクトです。生き物に対するインパクトはどうなのか、そう

いうことを考えていかなければいけないというのを２人は言っている。だから、科学と技術
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がなしということじゃなくて、科学と技術の発展と、そしてそれが社会に実装され、インス

トールされていくときにどういう問題があるか、これを科学技術と社会の相互作用といいま

す。これはＪＳＴと、科学技術振興機構のほうで１５年ぐらい前からもうやりまして、私も

１０年ほどかかわっております。そういう思想が必要になってきます。 

それから、人間の自然に対するおごり、傲慢さを憂い、環境と調和し得る生き方を提唱、

これがまさに環境教育あるいはＥＳＤ、堺市もＥＳＤ、環境教育、持続可能な開発教育を積

極的に進めておられますけども、ここにつながってきます。そして女性に対する科学教育の

重要性を主張。これ、リケジョというふうによく言われておりますけども、環境の問題とい

うのは、実は化学的な知識が非常に重要になってまいります。 

例えばいろんな食品添加物なんかを見ても、読めるんですけど、読めますが、それが一体

何なのかというのがわからない。私たちはリテラシー、識字というのは、ただ読めるだけで

はだめだと言ってます。読んで、それがどういうものなのかをわかるということですね、理

解をしていく。これが識字、リテラシーなので、そこの部分をやるためには、やっぱり教育

というものが必要になってまいります。教育ですね。 

３つの構成の提唱です。３つの構成というのはどういうことかというと、種の間の構成１

つ、種の間です。種の間というのは人です。人というのを片仮名で書いたときには生物です

ね、生き物としての人。人とほかの生物、生き物との構成です。これが生物多様性につなが

っていきます。生物多様性の問題ですね。 

そしてもう一つが世代内の構成です。これはどういうことかというと、先進国と開発途上

国の間の格差あるいは国内でいうと、いわゆるすごく発展している都市とそうでない都市と。

後でちょっと申し上げますが、消滅可能性都市なんていうことが言われてるところの世代内、

自分たちの中での格差。 

それからもう一つが、何度も申し上げているように世代間の格差です。今の世代と未来世

代との間の格差。この構成を考えていかなきゃいけないだろう。自分たちさえよければとい

う考えではないですよというのが、ここで言っている。これがＳＤＧｓにつながっていくわ

けです。 

そして豊かさの裏側ということで、環境破壊型ライフスタイル、大量生産・大量消費・大

量廃棄、エコロジカルライフスタイルを国連が７０年代から言っていると。選択すべき生活

様式は簡素な生活志向であるということから、例えば目標の１２はまさにここにあります。

目標の１２。ＳＤＧｓで重要な目標の中に目標１２、消費と生産のところがあります。これ

をここで言っております。こんな流れの中ですね。 

原発事故はちょっと省きますが、ＳＤＧｓまでの道のりということで、歴史的な一番根本

のところを今、エレン・リチャーズ・スワローとレイチェル・カーソンのお２人の女性の科

学者としてちょっとお話をさせていただきましたが、その後にあるのが皆さんのお手元にあ
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ります「国内外の社会動向とＧＥＯＣの活動」というのを、ちょっとお手元に見ていただけ

ればと思いますが、細かい字で申しわけないんですけど、私も全然読めないみたいな感じで

すが、まず今ちょっと申し上げました１９６２年の沈黙の春、これがやっぱり世界を変えた

ことは間違いないです。 

そして１９７２年、成長の限界という本ですね、ローマ・クラブです。私もこれを高校生

のときに読みまして、これは大変だ、人口はどんどんふえてくんだけど食糧生産が追いつか

ないという成長の限界、ローマ・クラブですね、ローマ・クラブ。 

それから、このときにストックホルム会議、国連人間環境会議、世界で初めての環境と開

発に関する会議がスウェーデンのストックホルムで開かれました。このときに行ったのが宇

井純さんであったりとか、水俣病の患者の方が行きました。そして公害のすごさというか、

それを訴えます。ですので、水俣という言葉が世界中に広がっていきます。水俣は水俣のま

ま広がっていきます。やはり私たちが経済開発というだけだと人々の命にまでかかわってく

る、健康被害にまでつながっていくというのをここで世界に発表したわけです。 

そして１９８６年にチェルノブイリの原発事故が起こります。その前にスリーマイル島の

事故とかいろいろあるんですが、このチェルノブイリの原発の事故の後に、じゃあ原子力発

電所はどうなんだという議論がばっと巻き起こっていくわけですよね。日本では１９５０年

代に原子力発電所を設置するということになったんですが、その話を言うと長くなってしま

うので、こういうものがありました。 

そして１９８７年に我ら共通の未来、これブルントラントさんです。ブルントラントさん

ってどこでしたっけ、デンマークでなくてノルウェーでしたっけ、ノルウェーの女性の首相

ですね。ブルントラントさんたちがつくったので、ここで初めて持続可能な開発という概念

がしっかりと世界に向けて発表されたんです。このＳＤＧｓのもととなる持続可能な開発、

その考え方そのものは前からありますが、概念がしっかりと整理をされて世界に向けて発信

されたのが、この我ら共通の未来、１９８７年です。この中には、もしかしたらまだ生まれ

てない方もいらっしゃるんじゃないかと思うんですけども、１９８７年ですね。 

そして、その後に９２年の国連環境開発会議が進められるんですが、このストックホルム

会議から２０年後の１９９２年にリオでサミットが行われるわけです。ここにはたくさんの

日本人が行きました。私は行ってません。行ってないというのは、その前の年の１９９１年、

これは多くの資料の中にありません。例えばこの皆さんのお手元の中にも、９１年の話は実

は出ていないんですね。 

これは地球のための世界女性会議、これ健康な地球のためのと載ってるんですが、健康な

地球のための世界女性会議というのが１９９１年に開かれています。マイアミです。そのと

きに日本人として日本から行っていたのは、恐らく四、五名だったと思います。私はそこで

堂本暁子さんと出会います。 



14 

私はカナダの環境と女性という雑誌を出してる団体から、この会議は非常に重要な会議だ

から行けという指令が飛んできたわけです。そこで、当時小学校２年だった娘を連れて、マ

イアミ、もしかしたらディズニーワールドに行けるかもしれないとかってだましたわけでは

ないんですが、連れてマイアミ会議に行きました。そこには１，５００人の人が集っていま

した。世界中から集ってました。ここでつくられたのが女性のためのアクション・アジェン

ダ２１です。それをリオサミットの事務局長のストロングさんに渡すということをやりまし

た。 

このマイアミ会議というのはなぜ重要なのかというと、さまざまな世界中の環境の問題と

か、開発の問題に発言だったり行動してた方たちがいらしてたんです。有名なのはワンガ

リ・マータイさんです。もったいないを世界共通語にと言った方です。ワンガリ・マータイ

さんも来られておられました。 

このときに私自身が思ったのは、いろんなところに子どもたちがたくさんいたということ

です。例えば受付です。受付に子どもたちがいました。後ろでパソコンで入力してるのは子

どもたちです。歌ったり、いろんなことをしてる。そして写真班も子どもたちで、だからう

ちの娘にもカメラ持たせて、君たちがこれからの時代を担っていくんだということで、子ど

もがかなり一緒にやっていたというのが印象的でした。 

この女性のアクション・アジェンダ２１があったので、実はリオサミットの採択したアジ

ェンダ２１の第２４章、女性の役割というものが入りました。 

なぜ９１年をやったかというと、リオサミットで策定しようとしていたアジェンダ２１に

実は全く女性の文字が出てこなかったんです。女性の女の字も出てこない。女性は対象とし

てしか出てこなかった。だけど違うだろうと、担い手だろうと。それこそＳＤＧｓの目標５

にあるように、担い手として重要なんだということをしっかりやっていかなきゃいけない。

それでロビー活動としてマイアミ会議が開かれたわけです。このマイアミ会議を見ていた、

一緒に参加していた堂本暁子さんが日本に戻られてきて、ＧＥＮＫＩという団体をつくりま

して、日本の環境問題をやっていた女性たちを束ねまして、リオサミットに送り込むという

ことをやりました。それでそこから日本でも環境とジェンダー、そういったものが社会的に

インパクトを持って、その後のさまざまなＮＧＯ会議にも大きな力を持っていた。その意味

で、これは非常に重要な会議だった。 

そして９２年にリオサミットがあって、その後２０１２年、２０年後に、このリオ＋２０

が開かれたわけです。 

このときに、ＭＤＧｓというのが後でちょっと出てくるんですが、ミレニアム開発目標、

２０００年に、これをＭＤＧｓというのがあるんですが、なかなかそれが達成できていない

ということから危機感を持ちまして、２０１５年の持続可能な開発サミット、ＳＤＧｓの採

択につながっていきます。ＭＤＧｓ、ミレニアム開発目標、８つの目標。 
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しかし、それはあくまでも開発途上国のためのものだったんです。だけど、どうも違うぞ

と。この問題というのは開発途上国だけの問題ではない。私は開発途上国というと、ＪＩＣ

Ａの仕事もしていましたので、ケニア、ウガンダとかコスタリカとか、それから東南アジア、

いろんなところを回っておりましたけども、日本の状況を見てもそんなに変わらないという

か、日本もまだおくれてる部分たくさんあるよねと。例えば女性の地位ということでいうと、

もうすぐダボス会議が開かれますけれども、昨年１１４位です。ことし一体何位になるのか、

非常に気になるところです。このマータイさんですね、マータイさんが日本にやってきて、

もったいないということを言ってるわけです。 

そういう中で、持続可能な目標１７、これが世界共通言語にやっとなりましたとこです。

それまでのリオサミットとか、アジェンダ２１とか、心ある人だけ。心あるというか、関心

のある方たちにとってみると非常に重要なポイントだったんですけれども、そうでない場合

には、ほとんど余り、何ですかという状況です。もっと言うと、アジェンダ２１の第２４章

になぜ女性の項目が入ったのかということを理解できなかった環境省の方たちもいらして、

私はそこで講義をした覚えがあります。だって担い手として、人ですよねって、対象じゃな

いですよねって。担い手として男、女というよりも、人としてこの問題はやっていかなきゃ

いけないですよねと話した覚えがあります。この１７、世界共通言語としてＳＤＧｓがスタ

ートするわけです。 

じゃあ、なぜＳＤＧｓという、ＭＤＧｓ、開発途上国だけの問題じゃなくて、世界全体の

問題だよねとなったのはなぜなのかというと、やっぱり世界はもう持続不可能になっている

ということを共通認識せざるを得なくなってしまったということだと思います。 

貧困、飢餓、人口爆発、日本は人口は少なくなってますが、異常気象、もうまた地震があ

りました、北海道で。それからこの３週連続の台風、もう秋がなくなるんではないかと思い

ますぐらい、ちょっとおかしいです、本当に。私も環境社会学をやっているので、いろんな

ところでいうと、もうこれ異常じゃなくて、異常が普通になってきてしまった。資源枯渇、

森林の減少、海洋汚染。 

特に今、この海洋汚染が非常に注目されてます。マイクロプラスチックですね。イギリス

は２０２０年までに恐らく全部のプラスチックをやめていくという方向になってます。それ

からＥＵもそうですね。となりますと、日本はこの海洋汚染のマイクロプラスチックに関し

ては、実は署名をしておりませんので、日本の製品が販売できなくなる可能性があります。

やっぱり国際的なレベルのところを見て、今、日本は何をしなきゃいけないのか、あるいは

堺は何をしなきゃいけないのかということを考える必要が、もうこのＳＤＧｓでも出てきて

るということです。 

マイクロプラスチックに関していいますと、ストローですね、ストローをやめましょうと

いうことがマクドナルド、こちらではマックですか、マクドと、それからスタバとかそうい
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ったところが率先して、もう紙にしていくと。私の世代は、ストローといったら本当のスト

ローですから、麦わら、あれでいいんじゃないっていうふうに思うんですが、学生にすると、

プラスチックのストローがなくなるの困ると言うので、なぜ困るのと聞くと、えっていう。

だから知らないということですよね。だから昔は本当にストローだったんだよと言うと、未

知との遭遇ですと言われますが、そういうプラスチックをなくならせていく。もう本当に海

洋汚染のことを考えると、プラスチックの量のほうが魚よりも多いのではないかということ

が言われてます。さかなクンもすごい憂いておりました。 

例えばスクラブっていう洗剤ありますよね、顔、スクラブ。あれ実はプラスチックだった

んです。それに対して眼科からクレームが入ったんです。みんなあのプラスチックで顔を洗

ってたんで、ここにみんな目に入っちゃった。これ、健康被害ですね。それで、つくってる

メーカーに対して一体何を考えてるんだということで、すぐにやめたのが資生堂さんと、そ

れから花王さんですかね。今あのスクラブ、プラスチックじゃないです。 

でも、さまざまなプラスチックが使われているので、どうするのか。 

ペットボトルもそうなんですけど、ペットボトル、１９８２年なんですよね。私なぜそん

なことを覚えてるかというと、大学にもう１回戻ったときに、ペットボトルが環境に及ぼす

影響というのでレポートを書いたことがあるんです。ペットボトル協会にも行きました。ペ

ットボトル協会としては、これ、ごみ問題としてどのようにお考えですかと言ったら、こん

なものごみになりませんよって一蹴されてしまいました。大変なごみ問題になってると思い

ます。 

で、格差ですね。これ人権侵害、差別、ここのところはやっぱり世界共通の本当に重要な

ポイントで、これがあるからこそ、異常気象が起きたときにも差別の構造として一番被害を

こうむってしまうのは貧困層という形になってしまうと。テロ、紛争、自然災害、持続不可

能な生産消費活動、未来世代に引き継げない、これが３つの構成のうちの世代間構成です。

次の世代に引き継げないです、このままでは。なので、これをきちっと私たちは次の世代ま

でつなげていけるようにしていかなきゃいけないというのがＳＤＧｓです。 

今の世代だけがいいというわけではない。それはもう十分享受したでしょうと言われてる

んです。もうだから享受したんだから、次の世代に残すためにフットプリントとかいろいろ

出てきますが、皆さんが使える資源はこれだけですよ、もう水もこれしか使えませんよとい

うことをオランダなんかの団体は強調するわけですね、こういう状況になってます。 

私たちは次世代に地球を引き継げない。具体的な問題とすると、高齢化と人口増、アジア

の高齢化、それからサバンナ以南のアフリカの人口増２０億、世界の若者の半分はアフリカ

人になるというふうに言われてます。ＴＩＣＡＤが日本でまたやりますけど、アフリカとい

う国に対しては非常に今注目をされています。 

日本の現状はどうかというと、消滅可能性都市、後でちょっと豊島区の取り組みを御紹介
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させていただきます。少子高齢化、高齢者の高齢化、出生率の低下、子ども人口の減少、も

ううちの娘が生まれた１９８２年からずっと子どもの人口は減ってるわけですよね。格差と

貧困というと、貧困の拡大、ジェンダー問題、マイノリティーの差別、ＬＧＢＴも含めて、

文化的格差。日本は貧困と関係ないじゃないかとおっしゃる。いや、貧困化は進んでます。

相対的貧困化、非常に進んでいるし、子どもたちの貧困も進んでるし、じゃあ子どもの貧困

は誰の貧困かというと、親の貧困になります。親の貧困、特にひとり親、女性の貧困、女性

の経済格差、つまり賃金が男性の６割、７割。それから、ひとり家庭は就業率も高いけど貧

困率も高いという賃金格差が非常にそこに影響を及ぼしてしまう。 

大量生産・大量消費・大量廃棄、地球の現状を維持できる生産量の１．５倍の消費を私た

ちはしてしまっている。ということは、成長の限界、１９７２年に成長の限界というロー

マ・クラブが出したものがそのまま当てはまってしまってますよという。日本はフードロス

ということを考えると、もう１，８００万トン。どうでしょうか、堺のフードロスは。 

私、今、墨田区のこういう環境系の座長をしてるんですが、墨田区は今ちょっとにぎわせ

てますが、お相撲さんがいる区ということで、こういうキャッチフレーズをつくってます。

決まり手は食べ切りです。決まり手は食べ切りですということで、とにかく何でもちゃんこ

にしたいということで、何でもちゃんこという運動を展開してまして、レストランなんかに

も、とにかく食べ切っていきましょうという、人々の、来る人たちに訴えるというふうな活

動をしています。もうお題目唱えてもしようがないので、来る方一人一人、住民一人一人が

一緒になってやっていかなきゃいけないよということを啓発ですね、これをしていくという

ふうにしております。 

世界観の修練ということですけど、もう改革じゃ間に合わないよと言ってます。リフォー

ムではなくてトランスフォーメーション、変革です。だから、このＳＤＧｓ未来都市２９も、

やっぱり変革をめざしていかなきゃいけない。ただ単に改革じゃない。だから家をリフォー

ムするじゃなくて、ごろごろ土台から全部かえていかなきゃいけない、そういう時代になっ

てきてますよという形ですね。 

そのポスト２０１５年開発アジェンダのために、ここをなぜこれ出したかというと、ＳＤ

Ｇｓができてくるまでにさまざまなステークホルダーの方たちが一緒に協力し合ってつくり

上げてるということなんです。ただ単に政府間だけで決めてるわけではなくて、そこにはさ

まざまなＮＧＯ、ＮＰＯがかかわります。女性も男性もかかわってくる。子どもたちもかか

わる、若者もかかわりながら、ＳＤＧｓの目標１７とターゲットを決めてきてるということ

です。ですので、やっぱりこのプロセスは堺市の中でも踏襲してほしいんです。いろんな方

たちがこのＳＤＧｓを達成していくために、みんなで協力していくんだということを考えて

いかないと、ある人たちだけでやってたら全くみんなまた絵に描いた餅になっていってしま

うということです。 
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２０１５年の９月、第７０回国連総会で採択されたのがＳＤＧｓで、これ国連のビルです。

プロジェクションマッピングです。きれいですよね。どうですか、ここも。プロジェクショ

ンマッピングでＳＤＧｓ、いかがですか、議長。いいですか。ぜひやっていただきたい。 

採択されました。ここにも国連の政府間会議と同時に市民の会議も開かれておりました。

これですね。これはもう皆さんのほうがよく御存じだと思いますけども、中心は持続可能な

開発目標で、貧困のない持続可能な世界を次世代に受け継いでいくことをめざした世界規模

の目標ですよ。もう繰り返します。次世代に向けてなんです。私たちだけじゃないんです。

次世代へ向けた世界規模の目標です。そして２０１５年から２０３０年までに達成する国際

目標としてされたわけですよね。 

これです。いっぱいあります。ＭＤＧｓは８つだったんで、もう１７ですから。１７番目

は、みんなで協力してやっていきましょうという話です。これです。誰ひとり取り残さない、

リーブ・ノーワン・ビハインド、これが非常に有名なキャッチフレーズです。誰ひとり取り

残さない。だから世界中のあらゆる形の貧困を終わらせることということで、じゃああらゆ

る貧困って何ですかっていうのは、ここにも書かれています。あらゆる貧困という経済的な

貧困だけではない、文化的な貧困もそうだし、物を食べられないということもそうだし、こ

こに書かれてるので私重要だなと思うのは、発言できないということも貧困なんです。発言

する場にも行けない。だから政策提言することもできないとか、これはこうだということを

言えない、これも貧困だというふうに書かれています。貧困ってさまざまな貧困があるんで

すね。ですので、あらゆる形の貧困を終わらせるという形になります。 

ＳＤＧｓで世界を変える。ＳＤＧｓの意味は何か、この３つですね。 

まずは、多くの人が共有できる１７目標、これは多くの人が共有できるというのは、先ほ

ど申し上げましたように、さまざまな当事者、ステークホルダーがこのＳＤＧｓの目標１７

をつくるためにかかわったということです。物すごいエネルギーを使ってます。やっぱりイ

ンターネットの時代だからできたと思ってます。いろんな意見出てきたのを集約して調整し

て、どうだああだということをすごくやってたわけですね。私のかかわってるＮＰＯのメン

バーもこの中に入ってやっておりました。 

国連加盟国全てが合意した画期的な国際目標であるということなんです。通常、国連の加

盟国は１９３だったかな、そのうちの例えば３つとか４つとか１０個とか、うちはしません

よというの結構あるんですが、これに関してはもう共通目標だということで、全部が合意し

てます。そしてバックキャスティングです。バックキャスティングというのは、めざすべき

未来像を設定してるということです。こうしたい。だから堺市の場合もそれはなってますよ

ね。堺市さんの場合にも、未来都市２９の間でもこうやりたい、こうなりたいという目標、

理想像を掲げてます。この理想像を掲げないと、現状とどういうふうなギャップがあるのか

が見えてきません。それに向かって何をすべきかということをやっていくので、バックキャ
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スティング、今何をすべきかを考え動くということです。そのためにも、ああいう２９の都

市の、堺市さんも書かれている計画書というのは非常に重要になってきます。 

進捗状況を把握するための指標の存在、これすごく重要なんです。数値目標を掲げやすく、

積極的に取り組める機能を設けている。だから日本も２０１９年に、来年ですね、この数値

目標を達成してるかどうかというのをやんなきゃいけないんです。堺市さんもやらなきゃい

けない。ちゃんとやってるかどうか。だからこの３つというのは非常に重要になってきます。 

ＳＤＧｓの特徴は、先進国、途上国を問わず大きな課題となっている問題への取り組み、

普遍性というふうに言われてますね、ユニバーサリティーという。ＭＤＧｓ、２０００年の

ミレニアム開発目標は開発途上国の問題。しかし違うと。貧困は先進国にもあるし、まだま

だ世界各国で共通して取り組まないものがいっぱいあるよねということで、ＳＤＧｓができ

ています。グローバル社会が抱える多種多様な課題が目配り、新しい焦点は格差、国際と国

内。日本国内の格差にもちゃんと目を向けていきましょうよ。気候変動と持続可能な社会。

ガバナンス、アカウンタビリティー、そして地球上の一人一人を大切にすることを保障する

社会をつくるための応分の責任をそれぞれの組織や個人が果たす世界の到来をめざすことと

いうことで、日本ではそういうＳＤＧｓに積極的に取り組む都市２９を選んで、これを達成

していこうとしてるわけです。その２９の取り組みがいろんなところに波及して、日本全国

でＳＤＧｓに取り組んでいくということをめざしているわけです。 

ちょっとＭＤＧｓというのと比べてみますと、開発目標のほうはどっちかというと途上国、

だけど開発と環境、つまりミレニアム開発目標のほうは開発目標だったんですけど、リオ＋

２０のほうは環境だったんですね。これが開発と環境が融合したものがＳＤＧｓだというわ

けです。これです。ＭＤＧｓから引き継がれた課題は、誰ひとり取り残さない、貧困、飢餓、

教育、母子保健、ジェンダー。そして新たに出現した開発課題が、国家間・国内格差、平和

で公正かつ包摂的な社会、地球と天然資源の永続的な保護、包摂的持続可能な経済成長、働

きがいのある人間らしい仕事。 

ここもちゃんと、こちらの、ちゃんと見させていただきました。ＳＤＧｓの推進ですね、

堺市さんのほうにもちゃんと書かれておりました。伝統的な開発問題とか、環境問題とか、

先進国にも関連する大きな開発課題というガバナンスの問題というのが３つ入ってるのがＳ

ＤＧｓの開発目標１７だというふうに思ってください。だから今までそれぞれがぽんぽんぽ

んとなってたものが一緒になった。だからこそ世界共通語、国内・国際両方で問題ですよと

いうふうに言われてます。この３つのですね。 

これは後でちょっとごらんいただきたいと思いますが、こういうふうな形で１７選ばれて

います。特にこの目標１７というのが持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバ

ル・パートナーシップを活性化していくと。 

ちょっと時間があれなのですけれども、先ほど国家計画プロセスへの反映ということです
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けども、採択文書でこのように書かれています。 

なぜＳＤＧｓ２９の都市なのかというと、ＳＤＧｓとターゲットは一体のもので分割でき

ない。地球規模で全ての国に対応が求められる。ただし、ここですね、各国の置かれた状況、

能力、発展段階、政策や優先課題を踏まえることは必要である。ターゲットは高いレベルか

つ地球規模で設定されており、各国政府はこれを念頭に各国の置かれた状況に応じて国レベ

ルのターゲットを定める。各国政府は地球規模のターゲットを具体的な国家計画プロセスや

政策、戦略に反映していくことが想定されているということから、日本も後で申し上げます

ＳＤＧｓに関して、国の動きの中で、この日本という国の状況に応じたものをつくっていく

という形になります。 

大事なのは、常に地球規模のターゲットなんです。地球規模のターゲット。狭いこの堺と

いうだけじゃなくて、この堺から地球規模の課題を解決していくんだということを発信して

いくということですね。地元、ローカル、使い古された言葉ですけども、シンク・グローバ

リー・アクト・ローカリー、だけどシンク・ローカリー・アクト・グローバリーというので

今グローカルなんていう言葉も出てますけども、そういうことを考えていきましょうという

のがここに書かれています。 

実はですね、日本では２０１５年の後、ＮＰＯなんかが中心になって、動く→動かすとい

うＮＰＯがあったんですが、ここが国会議員への働きかけとして議員勉強会を実施していま

した。相当頻繁にやってました、このＳＤＧｓに関して。自民・公明・民主・社民・共産・

維新等の、ちょっと今名前は変わってるところもございますが、議員が呼びかけ人となり実

施して、各党から８名が出席、このような状況ですね。研究者、外務省、ＮＧＯ、ＮＰＯ、

企業の各セクターより発表がされて、ＳＤＧｓは包括的な目標のため、各省庁を束ねる司令

塔が必要との認識を共有、今後は国内ＮＰＯセクターとも協力しながら、ＳＤＧｓ議員連盟

の設立に向けて働きかけていくというふうなことが２０１６年の３月の超党派の勉強会で実

施された。 

その後、国は例えばＳＤＧｓとＧ７のサミットがございました。このときは、やっぱりも

う既にＳＤＧｓということがかなり意識をされておりまして、そこにＮＰＯ、ＮＧＯの方た

ちもかかわっています。アジェンダ２１の採択後、初となるサミットということもありまし

て、各国政府も相当ＳＤＧｓを意識した発言があったというふうに聞いております。 

で、日本の国内課題ということですけども、日本の国内課題とＳＤＧｓ、普遍性。私たち

はみんな途上国であるということです。私たち先進国じゃない。まだ途上国です。特にジェ

ンダーに関しては途上国以下みたいな感じのことは言われてますが。日本国内の課題をＳＤ

Ｇｓの枠組みで捉えることで、国際的な文脈の中に日本の課題を置くということです。だか

ら、シンク・グローバリー・アクト・ローカリーです。堺市もぜひここはとても重要なとこ

ろなので、常に地球規模のところ、世界規模のところに対して自分たちがやってることがど
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うつながっていくのかということはチェックをしていただきたいというふうに思います。 

２９のいろんな各都市の計画を見させていただきましたが、ちょっとここが足りないかな

というところが多いです。やっぱり自分たちのところのことは必死なんだけれども、それが

どういうふうにつながってくのということなんですね。教育のところも。自分の地域の教育

のことはあれだけど、でもそこから飛び立つ子どもたちが世界に飛び立ったときに、もしか

したら途上国の子どもの教育の支援にかかわるかもしれないとか、何かそういうバックキャ

スティング的なものがもっと必要なのかななんていうふうに思います。 

というのは、私がタンザニアのキリマンジャロというところに女子中学をある方たちとつ

くってしまったので、今、今度４年目なんですけども、それもそういう意味です。私たち日

本の子どもたちは恵まれてるかもしれないけども、まだまだ世界的規模でいったら女子教育

ができてないところもあるというようなところから、じゃあどうつながっていけるか、どう

やって応援、支援できるかということでやってる活動です。 

日本政府のＳＤＧｓの取り組み、ここから堺のこれが出てくるわけですよね、未来都市、

ＳＤＧｓ未来都市計画というのが公募をされたわけです。２０１７年の１２月２６日、ＳＤ

Ｇｓアクションプラン２０１８が発表されます。ＳＤＧｓ未来都市選定発表されて、めでた

く堺は選ばれたわけですね。この中に活用ガイドが公表されたりして、４年に１度の首脳レ

ベル会合、これ実は来年です、を見据えて取り組み状況の確認と見直しを実施するために、

こういう未来都市の選定というのもするんだという状況です。 

ＳＤＧｓアクションプラン２０１８、持続可能で強靭、これレジリエンスといいますよね。

強靭ていう日本語になっちゃうと、ちょっと意味違うかなと思うんですけど、レジリエンス、

柳のような、こうなるんだけどちゃんと戻るような雑草みたいなそういう強さっていう意味

ですね、レジリエンス。そして誰ひとり取り残さない経済・社会・環境の統合。ここですね、

経済・社会・環境。オイコスが環境も経済もあったように、そして社会、社会環境も統合し

ていくということですね。そして普遍性、包摂性、参画型、統合性、透明性と説明責任。２

０１９年までをめどに最初のフォローアップを実施しなきゃいけないという、もうせっぱ詰

まってます。 

ＳＤＧｓの実施指針の８つの目標。これみんなもうネット上に出てますので、ごらんくだ

さい。きれいにばっとあれが出てきます。パワーポイントの資料が公開されております。そ

の中からちょっと抜粋してきました。 

ＳＤＧｓの実施指針の８つの分野、これ、日本国です。日本国内政府が出している８つの

指針の中のトップがこれなんです。あらゆる人々の活躍の推進なんです。ここに女性の活躍

推進が入ってきます。 

健康・長寿の達成、成長市場の創出、なりわいということを書かれておりましたけれども、

堺。地域活性、科学技術イノベーション、これがＳｏｃｉｅｔｙ５．０です。持続可能で強
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靭な国土と質の高いインフラの整備とかね、省エネとか書いてあるんですけども、この８番

がＳＤＧｓ実施推進の体制と手段。 

さあ、なぜこのトップなのかということなんですよね。モデルの３つの柱がＳＤＧｓの担

い手としての次世代と女性のエンパワーメント、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０、そしてまちづくり

なんです。ここのところにちょっと焦点を絞っていきたいというふうに思います。 

大丈夫ですか。行きます。 

ジェンダー、このＳＤＧｓの目標５というのは、実は物すごく重要だというふうに言われ

てるんですが、いろんな２９の都市の計画書を見ると、何かちょこっと目標が置かれてるん

ですが、実は世界的な動きの中でいうと、目標５は全てに通底すると言われてるんです。全

てのところに。 

女性のエンパワーメントとジェンダーの平等は、持続可能な開発を促進する上で欠かせま

せん。女性と女児に対するあらゆる形態の差別に終止符を打つことは、基本的人権であると

同時に、他の全ての開発領域に対して波及効果がありますと国連でも言っているわけです。

ですので、目標５はここに入りますという話じゃなくて、全部に入ってくる問題です。全部

に入ってくる問題です、目標５。だから目標５は、しっかりともう１回よく読んでいただき

たいと思います。 

そのＳＤＧｓの担い手としての次世代、女性のエンパワーメントというところで、女性の

活躍の推進、それから子どもの貧困対策、障害者の自立と社会参加支援、教育の充実、ここ

に全てジェンダー問題が入ってくると。 

この女性活躍の推進なんですけども、意思決定、女性のエンパワーメント、これ政府が書

いてるものですから、私が書いたものではございません。 

あらゆる分野における女性の活躍を推進すべく、例えば以下の取り組みを実施する。これ

たしか３０億円ぐらいの予算だったと思うんですけども、女性活躍情報の見える化の徹底・

活用の促進、各種調達を通じたワーク・ライフ・バランスの推進、ここですね、政策・方針

決定過程への女性の参画拡大、残念ながら今回の内閣も１人しかおりませんでした。その罪

滅ぼしに副大臣５名ということですが、これってどうなのっていう感じです。それから、経

済分野における女性リーダーの育成、組織トップの女性活躍へのコミットメント、男性の家

事・育児への参画促進、これは１９９４年に高校の家庭科の男女共修をするということが女

性差別撤廃条約を批准するための国内法の整備ということを考えると、まだまだできていな

い。地域における女性活躍の一層の加速。ここのところは、実は堺市は全国的にも非常に進

んでる都市です。そこにいらっしゃる山口典子さんを初め、本当に全国的に見てもトップを

走ってる状況ですので、ここのところをもっと押していくということは堺市の特徴をあらわ

していくためにも重要ではないかなというふうに思います。 

そしてここで、まちづくりのところでお話をさせていただきたいと思います。 



23 

今このＳＤＧｓというところからいうと、まちづくりというのは非常に重要になってくる

んですが、そこのまちづくりの中心となる人たちは一体誰なのか。これは消滅可能性都市と

いうところとつながってまいります。 

担い手としての次世代、女性のエンパワーメントと強靭で環境に優しい魅力的なまちづく

りというところで、先進事例として豊島区を御紹介させていただきたいと思います。 

豊島区は立教大学があるところなんですが、２０１４年に消滅可能性都市が発表されまし

た。増田さん、元岩手県知事。私が宮城県環境生活部の次長として浅野史郎さんに呼ばれて

２年間、宮城県におりましたときに岩手県の知事でした。三重県の北川さんとか、鳥取の片

山さんとかがよく宮城県に集っておられました、革新知事ということで。 

そのとき、その方が消滅可能性都市、もう２０代、３０代の女性がいなくなりますよと、

これをＦ１世代といいます。フォーミュラワンじゃないですけど、Ｆ１世代といいまして、

２０代、３０代の女性、ここの世代がもう今、がくっと減っているということと、それから

豊島区の場合はその人たちが入ってこないということで、消滅可能性都市というふうに言わ

れました。実は２３区で唯一、消滅可能性都市と言われてしまいました。 

それに対して危機意識を持ちました高野区長が、いわゆるそのＦ１の人たちの意見を自分

たちは政策として反映してきたのかという反省をしたわけです。自分たちの政策決定過程の

ところに女性たちが入っているのかどうかということも反省をしたわけです。それで、彼ら、

彼女たちの意見を聞いていこうということでＦ１会議というのが設置されまして、私はそこ

の座長になったわけです。 

それをＦ１会議のメンバーを決めるために、まずは、としま１００人女子会というのをや

りました。住民の人たち、当事者の女性たちがどういうことを考えているのか、どういうま

ちにしていきたいのか、いわゆるバックキャスティングですね、どういうまちにしたいのか

ということを聞こうじゃないかということでやったのが、このとしまＦ１会議です。口の悪

い人が年増の女を１００人集めてどうするんだというふうに言われました。これはセクハラ

的な発言なんですけど、それでいろんな最終的な提案のときに豊島区改め桜区というのが出

たんですけど、議員さんのほうから、いやそれはちょっと議決できないという話で、豊島区

のまんまです。 

ちょっと皆さんに、このとしま１００人女子会の様子をちょっと見ていただきたいと思い

ます。 

で、としまＦ１会議というので、ここから提案をいたしまして、１１事業８，８００万円

というのが平成２７年度の事業でお金がつきました。現在、消滅可能性都市と言われたとき

には１３億円ぐらいだったんです。しかも女性という形ではなくて、待機児童問題に対する

予算がこのＦ１会議を通して女性に優しいまちづくりということで、今５０億円ぐらいにな

っています。その中で２０１６年に女性にやさしいまちづくり担当課というのをつくりまし
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て、そこがいろんなさまざま吸い上げてきた意見を反映させていく、そして現在では「わた

しらしく、暮らせるまち。」推進室というふうに変わりまして、Ｆ１会議のようなワールド

カフェ、本当はきょうワールドカフェをやったらおもしろいんじゃないかなと思ったんです

が、ワールドカフェをあちこちでやりながら意見を吸い上げながら、女性に優しいまちづく

り、この女性に優しいまちづくりというものは結果として誰にとっても優しいまちづくりに

なるという、ユニバーサル、先ほどの普遍性だということを提言書に書きました。その結果

こうなってるわけですね。 

その結果、今いろんなことが行われていまして、としまＦ１会議がきっかけになりまして、

住民参画型の政策形成に変わっている。もっと言うと、実はこれ、プロセスデザインをして

いくときに議会というのをかなり意識しました。なぜならば、最終的な施策を決定するのは

議員さんたちなんですね。議会だったので、このＦ１会議の会議をするときに、必ず議員さ

んにお声がけをいたしました。議員さんも一緒になって考えていきましょう。皆さんは住民

の代表ですから一緒に考えましょう。 

それから、行政の方にもメンバーになっていただきました。部課長さんも必ずオブザーバ

ーで来ておられました。みんなでつくった協働でつくったＦ１会議の提案書ということにな

ります。ですので、最終的に議会に提出する施策をつくってくださったのは行政の方ですの

で、その方たちも住民の意見を反映したものをつくっていただいて、最終的に８，８００万

円、１１事業。 

この議会の重要性を理解したメンバーのうち３人が議員さんになりました。２人、区議に

立ちました。もう１人、都議に立ちました。３人当選いたしました。やはり地域を、まちを

つくっていくといったときに、やっぱり議会というか、議員さんの役割というのは大きいん

だということを彼女たちなりに理解をして、そしてそこから３人出て、そして議員さんを応

援していくというか、私たちの考えを議員さんに伝えていって、そして政策に反映させてい

く。 

それともう一つは、行政の人たちと連携・協働しながら、よりよいまちにしていく。議員

さんも行政職員も私たちも、みんなこのまちを元気にしたいし、みんなが誰ひとり取り残さ

れない、そういう貧困のないまちにしたいというそういう思いが、これに詰まってるかなと

いうふうに思います。ですので、ＳＤＧｓとは言わないまでも、もうそのＳＤＧｓが目標と

するものを具現化してるかなというふうに思います。 

豊島区は昨年、子育てしやすいまち、女性が働きやすい、住みやすいまち日本一に輝きま

した。消滅可能性都市と言われたところが危機意識を持ち、みんなで一緒にやっていくとい

うことから、汚名を返上して全国に発信するような地域になっているということで、ちょっ

と御紹介させていただきました。 

最後に、あと１０分ほどですけれども、日本の実施指針における地方自治体の役割という
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ところを押さえておきたいというふうに思います。 

これは、ＳＤＧｓを全国的に実施するためには、広く全国の地方自治体及びその地域で活

動するステークホルダーによる積極的な取り組みを推進することが不可欠であるというふう

に書かれています。この観点から、各地方自治体に各種計画や戦略、方針の設定や改訂に当

たっては、ＳＤＧｓの要素を最大限反映してくださいと書いてあります。 

いろんな計画とか戦略があると思います。それを最大限入れてくださいというふうに言っ

ています、ＳＤＧｓ達成に向けた関係省庁の施策等も通じ、関係するステークホルダーとの

連携の強化、ＳＤＧｓ達成に向けた取り組みを促進するということが地方自治体の役割とし

て言われています。ＳＤＧｓで日本を変える、世界を変える、自治体のＳＤＧｓへの取り組

みとすると、ここですね、行政施策の範囲で実現可能かではなく、めざすべき理想の地域の

姿を基盤にした地域目標を設定し、活動を展開するということで、まさに堺市さんがつくら

れている計画はそこにあると思います。 

実現可能かではなくて、こうしていくんだということですね。それが理想を掲げるバック

キャスティングということです。 

地域の目標を設定し、自治体の計画や政策に反映させていく。 

ＳＤＧｓというものがぽこっとあるわけじゃなくて、このＳＤＧｓの考え方を今既にある

施策とか、これからつくろうとしているものに入れてくださいねという話です、きちっと。

なので、ＳＤＧｓは何をどういう内容を目標としているのか、ターゲットが１６０幾つもあ

るわけですから、それもしっかりと見た上で施策に反映するということが大事になってきま

す。 

それから、ＳＤＧｓの理解を深める、意識の向上に向けた啓発活動。環境基本計画とか、

人権・貧困問題などの施策・計画などに反映していきましょう。持続可能な開発のための教

育、ＥＳＤの推進、これも堺はやってます。 

持続可能な公共調達の慣行の促進ということで、これは持続可能な公共調達というのは、

グリーン調達ですね。例えば、きょうも済みません、こんなにいっぱい資料つくってもらっ

ちゃって、紙をいっぱい使っちゃったんですけど、とか、こういうペンとかそういったもの

は、ちゃんとグリーン購入になってるかどうか。ただ単にグリーンウオッシュになってない

かとか、そういうことですね。ちゃんと環境のことを配慮してるか、いわゆるスマートシテ

ィになってるかですね。環境に配慮した都市になっているかということ。目標１２の中のタ

ーゲットに書かれています。 

ＳＤＧｓは時代の流れの転換点、地方自治体の動きの加速、地方自治体は進捗状況を評

価・確認する指標を活用して、自治体の取り組みが単発のキャンペーンで終わらないための

仕組みづくりが必要です。単発のキャンペーンじゃないですよ、このＳＤＧｓはまさに持続

させていくべき。 
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鍵は、活動の中心となるキーパーソンの存在です。首長さん、いかがでしょうか、大丈夫

ですね、大丈夫、はいオーケーですね。議員さんです、大丈夫ですね。きょうもこれだけお

忙しい中、熱心に来ていただいておりますので、もうばっちりですね、議員さん、それぞれ

の地域でこれを啓発していくという。そして職員の方、ばっちりですね。そしてＮＰＯとか

ＮＧＯ、それから地域でいうと自治会、町内会とかそういったところが一緒になってやって

いきます。だから、このキーパーソンの存在って非常に重要になってまいりますので、特に

やっぱり議員さんの役割というのは大きいと思います。地域に戻られて、ＳＤＧｓ、ＳＤＧ

ｓって何じゃなんていうような話になるので、みんなが幸せになるということを考えるのよ

という形でいいと思います。そんなときに先ほどお配りしている私たちがめざす世界、子ど

ものためのというのを使っていただくと、非常にわかりやすく書かれてます。 

自治体の取り組みとして、マルチステークホルダー・パートナーシップ、対話と協働の力

でＳＤＧｓを達成していきましょうということですね。やっぱり２０３０年までに全ての国

がこれらの目標を達成できるように助け合います。それぞれの国が国内の政策の中にグロー

バル目標を取り入れるように何らかの、どのように取り組むのか、考えます。グローバル目

標に関連する分野の問題について取り組んできた組織や人と協力します。目標を達成するた

めには、こうした組織や人の経験や支援が必要ですということなので、これ私がずっと歴史

的な背景も申し上げてきました。こういう活動をしてるＮＰＯはたくさんいます。老舗のＮ

ＰＯはいます。一生懸命やった自治体もたくさんあります。そういったところの先進事例も

踏まえながら、またこのＳＤＧｓというのが未来世代ということを考えた活動なんだという

ことをみんなで共有しながら、この達成は自分たちの世代だけじゃなくて次の世代、世代間

公正ということを考えてどうしてもやっていかなきゃいけないんだ。だけど、私は余りマス

トマストだと嫌になっちゃうので、ねばならないではなくてウィル、やりたいという形で、

そこを達成するためのアクションにつなげてほしいなというふうなことを思っております。 

最後、孫の写真です。この孫がちょっと先天性代謝異常で生まれましたけども、今５歳に

なりまして、大変元気になりました。私もやっぱりこのＳＤＧｓということ、あるいは環境

の問題、ジェンダーの問題をやるときに、この子が大きくなったときにまた同じようなこと

を言わなきゃいけないというのはつらいです。自分の娘が生まれたときも、子どもとエコロ

ジー、彼女を連れながら有機農業運動にかかわったりとか、消費者運動にかかわったりとか、

環境教育とかやってまいりました。彼女は食が大事だということで東京農大に行って、今管

理栄養士をしておりますが、そういう同じことを３０年・２０年後にまた言いたくないと思

います。 

ストロング事務局長が実はリオサミットの１９９２年のときに、実は１９７２年のときも

事務局長だったんです。１９９２年に事務局長になったときに、２０年前と同じことを自分

が言わなきゃいけないことに対して自分は本当に憤ってるというふうにおっしゃってました。 
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だから、私たちもやっぱり２０年・３０年後に同じような研修をしなくてもいいように、

やっぱり達成していきたいなというふうに思いますので、皆さんもぜひ頑張っていただきた

いなと。一緒にみんなそれこそ目標１７、みんなで協力し合いながら、この目標を達成して

いくということで、ちょうどお時間となりましたので、終えたいと思います。どうもありが

とうございました。（拍手） 

○山口議長 萩原先生、どうもありがとうございました。随分時間気にして急いでいただいた

ように思いますが、歯切れのいい御講演で、ありがとうございました。 

それでは、皆さん、ＳＤＧｓ未来都市の堺市議会といたしまして、ただいまの先生の御講

演内容について御質問とか、御意見とかございましたらどうぞ。挙手をお願いします。 

○渕上議員 渕上と申します。きょうはどうもありがとうございました。 

堺が設定しておりますＳＤＧｓのそれぞれの目標をもうごらんいただいて、評価いただい

てると思うんですが、何か足りない点とか、こうしたらいいのにというようなアドバイスが

あればいただきたいんですが、個人的に私が思いましたのは、ＳＤＧｓがあろうがなかろう

が、前々からつくってた施策がうまいことはまったなという感覚があって、それはよく言え

ば、堺がＳＤＧｓに沿ったようなことを今までやってきたというふうな捉え方もできますし、

一方で、せっかくこういうＳＤＧｓという取り組みをするんだから、新たないろんなエッセ

ンスを加えたりとか、いろんなこれまでの取り組みを加速させるような、そんなチャレンジ

ングな目標になればよかったのになという思いが少しあります。そうした点も踏まえて御意

見をお願いします。 

〇萩原講師 おっしゃるとおり、ＳＤＧｓとか、そういう概念は突然やってくるわけですね。

ですけれども、ちょっとお話ししてたように、もう既にいろんなところでＳＤＧｓの目標と

かターゲット、そのための施策というのは展開されておられますので、印象はそれでいいと

思います。 

ただ、ＳＤＧｓというものがしっかりと明文化されたことによって、もう１回それで見直

していったときに、おっしゃるとおり、これは必要だとか、これはもうちょっとやっていっ

たほうがいいとか、これはここと一緒にやっていったほうがいいという、縦じゃなくて横に

していくというための指標として重要ではないかなというふうに思います。 

見させていただいて、先ほども話の中でもちょこちょこ言ったんですが、やっぱりローカ

ルなところからどうグローバルというか、ここでの活動とか展開、成果、アウトカムをどう

グローバルなところにつなげていくのかという視点がもうちょっと欲しいなと思ったんです。

それができる都市だというふうに私は思ってます。 

一番最初に書いてあったように、港があって、いろんな文化を取り入れながら、しかし自

分たちの文化もしっかりあると。そういうところの、これグローバルな話なので、ローカル

的な話に終わってるというのが実はほかの２８もそうなんです。そういう視点がありました。 
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それから、教育のところをもうちょっとＳＤＧｓっぽく展開してほしいなというのが。つ

まり点数が高くなるとかそういう話ではなくて、例えば豊島区では、このＦ１会議を通して、

子ども食堂をやってたＷＡＫＵＷＡＫＵさんというところがあるんですけども、その方がメ

ンバーに入ってくださってて、子ども食堂の展開というのもここの中に書かれてますが、実

はその先にも既に行ってるわけです。学習支援であるとか、それから外国にルーツを持つ子

どもたちの支援であるとか、そこから何が見えてきたかというと、実は日本の子どもたちの

識字率が高くないということがわかってきたんです。どういうことかというと、アカデミッ

クジャパニーズというんですけど、教科書が読めないとか、それこそ理解できないとか、そ

ういう子どもたちが実は出てきているということなんですね。 

ですから、学習支援をやっている中で、本当の意味での当事者がわかるような活動という

か、だからこそ、そういう活動をしている方たちとの連携というのがすごく重要になってく

るので、そのあたりも意識していただきたいなというふうには思いました。 

教育という点でいうと、そういうここに書かれているものだけだと、ちょっと弱いかなと。

そこからじゃあ先ほどちょっと申し上げたように、堺で学んだ人たちが世界に出ていってつ

ながるような、そして文化を交流できるような、そういう力をつけた子どもたちがここから

生まれていく、その子たちがまさにＳＤＧｓを達成していくというふうな、そういう描き方

もあったらいいんじゃないかなというのをちょっと感じました。 

あともう一つ、せっかくずっと堺市は男女共同参画、熱心に取り組まれてきました。それ

から消費者教育も熱心に取り組まれてきました。目標１２のところ、あるいは目標５という

ものが、ちょっと弱いかなという感じがいたします。 

目標１２はすごく重要視されていますので、生産と消費の問題なので、生産者をかえてい

くという話ですね。 

持続可能な開発って、やっぱり環境の問題が非常に大きいんです、実は。でも、そこがと

っても見えにくくなってしまってるところがあるので、やっぱり環境に配慮したスマートシ

ティとしての堺、これ今までも取り組んでこられたけれども、そこをもうちょっと見せてい

ったらいいかなという気が、私はこれを読ませていただいたときに思いました。 

○山口議長 ありがとうございました。 

ほかにいかがですか。 

○石本議員 石本と申します。本当にすばらしいお話ありがとうございました。 

先生の論文に文を寄せられたという原ひろ子先生、私の憧れの人なんです、実は。カナダ

インディアンの現地に単身で調査をされたというその本を昔からずっと読み続けているんで

すけれど、そこで私は１つ気がついたことは、原先生そのときにカナダ大学のいろんな財団

とかそういうところから資金を寄せられて、そしてそれを使って、非常に御自身も努力はさ

れてるんですけれど、すばらしい研究をされているんですね。私、この人ひょっとしたらこ
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こで住みはるん違うかなとずっと思ってたんですけれど、きょうのお話聞いて、ちゃんと大

学で自分の得たものを次の人にお伝えされてるんだなということを聞いて、大変安心という

か、がっかりではないんですけど、安心いたしました。 

そこで、実は先日ノーベル生理学・医学賞ですかね、本庶先生が受けられたんですけれど、

そのときにも基礎研究にもっと力を入れなければならないというふうにおっしゃってますね。

それで、ちょうど私ここへ来る前に見た日刊現代の新聞記事で、政府の負担割合、それが載

ってたんです。フランスでは約３４％、日本は１５％しかないんですね、半額なんですね。

それと同じようなことが大学だけじゃなくて小学校、中学校、いわゆる義務教育にも言える

と思うんですね。 

堺市では、私はこれは全国的にも非常に胸張って言いたいな思うのは、３８人学級を小学

校３年生から６年生までに実施したんですね。これは本当によかったと。私も実は元小学校

教師なので、悲願だったんですよね。そういうところでは、本当になぜ、全国的にも小さな

自治体では、そういう少人数学級やってるんですけれど、国は全然動かない。子どもの医療

助成もやっぱりそうなんですね。堺ではワンコインで、小学校、中学校卒業するまで、生ま

れてから中学校卒業するまでそういう医療助成してて、それを来年４月からは高校生までに

拡大するとそういうことをやってるんですけど、これも国は全然動かないという感じがする

んですね。 

そのあたりのことでどのようにお考えか、あるいはその理由とかも、ここじゃないかとい

うようなことがあれば、ちょっと教えていただきたいなと思うんです。以上です。 

〇萩原なつ子講師 ありがとうございます。まず、原ひろ子さん、ひろ子ちゃんとかって私、

呼んでるんですけど、原ひろ子先生の考え方はしっかりと受け継ぎ、そして次にもつなげて

いきたいと思います。どうもありがとうございます。 

基礎研究に関してですけども、今大学の置かれている状況が非常に大変です。２０２０年

でしたっけ、東京オリンピック・パラリンピックが開かれるために、ボランティア活動をす

るので授業を何とかせえというふうに言われておりますが、もともとそういった学生たちの

自由な活動をできなくしたのは、文部科学省の１５週という縛りなんですね。１５週やるっ

て大変で、４月１日からスタートして８月の第１週までやってます。ですから、夏休みもだ

んだんなくなってくる。そうすると、本当に自由に何かをするということができなくなって

るというのが、そういう縛り。それを考えてる人が現場の人じゃないということですね。こ

こがすごく大事なところだと思います。 

もう一つは、研究費に関してですけれども、科学研究費というのがございますが、これも

ふえておりません。もらえる人数は限られております。そしてまさに今、ＫＰＩって書いて

ありますよね、いろんなところに。ここにも書いてありますよね。都市のほうの計画のとこ

ろにもＫＰＩって書いてあって、これ要するにアウトプット・アウトカムの話なんですね。
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これをやったらどうなるか。 

今、私たちはアウトカムにすごく縛られてます。アウトプットというのは、こういうふう

にやって何人集まりました、こんなふうになりましたでいいんですが、そこからどういう成

果があったのかということを物すごく求められます。これは行政評価も一緒だと思います。

議員さんたちの評価もそうだと思います。 

目に見える成果だけを取り上げようとすると、基礎研究へはお金行きません。応用のとこ

ろばっかりに行きます。一番大事なのは基礎研究なんです。特に社会科学というのは、すぐ

には成果は見えませんので、地道な調査が必要なんですけど、そういったところにはお金は

行きません。 

もっと言うと、教員がめちゃくちゃ忙し過ぎて、調査に実は行けないんです。まず休講で

きません。皆さん、休講ありましたよね。今、休講したら必ず補講しなきゃいけないので、

休講できません。実は来週でしたっけ、再来週でしたっけ、カナダに行くんですけども、休

講と会議が入ってるんで、休講に関してはちゃんと補講することになります。そうすると、

大事な研究したいといっても休講するとまずいっていう、それはまずいはまずいんですけど

も、全部を休講するわけではないので、行ったことが学生にとってもプラスにはなると思う

んですが、なかなかそういう昔のような緩やかさは全くありません。研究費は自分でとって

こいということになりますので、おいおい例えばお医者さんでいうと、どうしても製薬会社

とつながっていったりとかする。お金のとれる人は研究が進むけども、やっぱりお金のとれ

ない分野というのがあります。お金がとれない分野のほうが実は多いんです。 

このＳＤＧｓをやってくときも、実は対価が支払われないような活動をしているＮＰＯが

非常に重要な役割を果たしています。環境にもすぐに成果があらわれるものはありませんの

で、やっぱりアウトカムだけを求めてしまうような評価のあり方というのを私は変えていか

なきゃいけないというふうに思います。これは子どもに対してもそうだと思います。１０

年・２０年後に花開くでいいんじゃないですか。なぜすぐの成果を求めるのか。 

だから、やっぱり評価は大事なんですけども、評価の仕方、ＫＰＩというのは私は余り好

きではないんですけども、アウトカム、アウトカムばかりを求めるところに対して問題点が

ある。なので、そこでアウトカムがちゃんと成果があらわれた人のところにお金を上げます

よということになると、出にくいところは出なくなりますので、おいおい基礎研究はしぼん

でいくということになります。 

私は大学の教員に真っすぐになったわけじゃなくて、ある時期４年ほど東京大学の動物学

教室の学部長秘書をしてたことがあります。ここは基礎研究の宝庫です。それこそ、がんは

どのように発生するのかという発生生物学だったりとか、どうしてこうなるのか、移植して

どうなるってそういうとこでした。 

あるときに私、先生に聞いたんです。この研究はどういう成果が見えるんですかって聞い
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たら、あっはっはっはっはってその先生は笑われて、１００年後に出ますかねとおっしゃっ

たんです。１００年後ですか。もう１人、ネズミの尻尾に毛が３本というオバＱのような研

究してた学生がいたんです。その人にも、尻尾に毛が３本の研究って何になるんですかって

言ったら、僕にもわからないけど、なぜそうなのかがとっても気になってって。今その彼は

基礎生物研というのがあるんですけど、すっごく重要な研究してます。あと、メダカの研究

してた人たちは、そこをロケットに飛ばすための研究やってたりとか。だから一見私たち一

般ピープルからすると、これはどういうものに成果があるんだということがたくさんあるん

ですが、それが今回の本庶さんの受賞とかにつながっていくわけで、山中さんのｉＰＳ細胞

とか、そういう研究者を見てると、成果というのは長期的な視点で見ていかなきゃいけない

んだな、これは議員さんの活動も一緒だと思います。これやったからすぐ、ということでは

ないですよね。だから、それは消費者側もそこをちゃんと考えなきゃいけなくて、すぐ目に

見えるような成果ばかりを求めると、先ほどおっしゃられたような日本から基礎研究という

のがなくなって、そこにお金を投じようという考えの人たちが財政の方たちにいなくなって

しまうという危険性はあるのではないかなというふうに思います。 

あと、子どものほうの３８人学級なんですけども、私４年間、フィンランドの教育調べた

ことがあるんです。あれは教科ごとに人数が変わるんですよね、子どもの。 

例えば哲学をやるときには結構少ない人数になるんです。みんなで議論するんですよね。

議論というよりも対話を通して、いろんな考え方があるというのをお互いに共有したりとか。

例えば数学とかそういうののときには、アシスタントがちゃんとつくようになってる。 

もっと驚いたのは、私こういうことを言われてしまったんです。日本のお母さん、お父さ

んは心配じゃないんですかって。何でですかと。大学を出たばっかりの社会人経験のない人

に子どもをよく預けられますねって言われたんです。これちょっとショックでした。考えて

みたら、そうですよねと。２２歳で出た人が教員になっていく。インターンシップも教育実

習２週間ぐらいですか、ですよね。私は預けられませんと言われたんです、その先生に。え

えって思って。 

フィンランドはどうなってるかというと、全部大学院卒です。院卒だからいいという話で

はなくて、その１年、２年ぐらいちゃんとメンターがついてインターンやるわけですよね、

実際に。それからもう一つは、文部科学省的なものがないので、検定図書というのはありま

せんが、ネット上にいっぱいいろんな情報が出ていて、自分で教科書をつくっていくという

ことをやるわけですね。そのときに１人でもちろんつくるわけではなくて、いろんな人の協

力の中でつくっていって、この子にはこうしていくという寄り添い型の教育をしていくわけ

ですね。あそこは資源のない国ですので、もう知識なんですね、知識とアイデアなんです、

資源のない国なので。だから、そういう教育をやっぱり徹底してされている。 

それからもう一つは、外国にルーツを持つ子どもたちも結構多いので、まず英語はもちろ



32 

んです。それからフィンランド語、それからスウェーデンに征服されていたので、スウェー

デン語もできます。そしてもう一つ大事にしてるのが母語なんです。外国から来られてる方

たち、例えば日本から行ったとすると、日本語をしっかり子どもたちに教えていきましょう

という、ダブルリミテッドをつくらないという。どっちにもならないということではなくて、

その子の将来のことを考えたときに、言葉というのは非常に重要なので、しっかり母語を教

えましょうという教育もされてました。 

なので、やっぱり日本も英語の教育が始まってきますけれども、それはやっぱりこのＳＤ

Ｇｓなんかを見ていったときにグローバル化社会の中で絶対必要なんですが、同時にしっか

りと母語も両方やっていくという政策、この大切さみたいなものを、そのフィンランドでも

教えていただきました。 

なので、３８人、少ないというのはもちろんそうなんですが、教科ごとに何かかえていけ

るような、そういう新しい教育のあり方というんですか、その形もＳＤＧｓをきっかけにし

て、堺から何か発信していったらおもしろいんじゃないかなということを思います。外国に

ルーツを持つ子どもたちの話がちょっとここの中には入ってなかったので、そのあたりの視

点も入れながら、もう一つ今のこの堺に住んでる子どもたちがどうグローバル化していくの

か。そのグローバルというのは、きちっと地元のことあるいは日本のことをしっかり学びつ

つ、基礎を持ちつつ、そして世界に目を向けていくということにつながるためのＳＤＧｓに

なっていけたらいいかなというふうに思っております。 

お答えになったかどうかわかりませんけども。 

○山口議長 ありがとうございました。 

それではそろそろ、また個別に御質問があるようでしたら、私どものほうにお伝えいただ

けましたら先生にお尋ねしておくということでよろしいでしょうか。 

それでは、萩原先生、長時間にわたってありがとうございました。皆さん、大きな拍手を

お願いします。（拍手） 

○芝田副議長 それでは、閉会に当たり一言御礼を申し上げます。 

萩原なつ子様におかれましては、長時間貴重な御講演をいただきまして、まことにありが

とうございました。 

我々議員一同、本日拝聴させていただきました御講演の内容を深く心にとどめ、これを十

分に生かし、今後の議会活動に役立てて務めてまいる所存でございます。 

また、御出席の議員各位におかれましては、最後まで御聴講いただきましたことを厚く御

礼を申し上げ、閉会の挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。（拍手） 

○山口議長 それでは、これをもちまして議員研修会を閉会させていただきます。どうもあり

がとうございました。 

○午前１１時４９分閉会 


